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防
災
、
減
災
の
た
め
に
備
え

と
発
信
、
共
有
を

問
災
害
時
の
避
難
所
対
策
本
部
の
運

営
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
多
古
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
震
度
5
強
や
大
雨
特
別

警
報
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
災
害
対
策

本
部
を
役
場
3
階
に
、
使
用
不
能
時
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
3
階
に
設
置
し
ま
す
。

避
難
所
は
町
民
体
育
館
を
含
む
10
カ
所
を

指
定
し
、
6
カ
所
は
空
調
設
備
を
整
備
済

み
で
す
。
ま
た
令
和
8
年
度
か
ら
は
自
衛

隊
OB
の
防
災
官
を
任
用
し
、
体
制
見
直
し

や
災
害
協
定
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
防
災
訓
練
の
現
状
を
伺
う
。

町
長
平
成
24
年
度
か
ら
町
民
参
加
型

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
令

和
6
年
度
以
降
は
町
民
体
育
館
を
会
場

に
、
町
内
全
域
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
、
VR

体
験
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
設
営
、
A
E
D

訓
練
、
炊
き
出
し
な
ど
実
践
的
内
容
を
実

施
し
た
結
果
、親
子
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

1
7
5
人
（
子
ど
も
74
人
）
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
官
の
知
見
な

ど
も
生
か
し
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
訓
練

を
検
討
し
ま
す
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
防
災
訓
練

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
な
い

か
。
防
災
力
の
底
上
げ
に
つ
な
が
り
、
地

域
と
の
関
係
性
は
翌
年
度
の
消
防
団
へ
の

入
団
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

地
区
と
し
て
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

け
入
れ
が
強
ま
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
増
強
と
い
う
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

限
ら
ず
、
一
人
で
も
多

く
の
町
民
の
皆
様
に
防
災
訓
練
に
は
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
防
犯
対
策
の
現
状
を
伺
う
。
ま
た
、

公
共
施
設
や
空
き
家
、
神
社
仏
閣

を
狙
う
犯
罪
も
増
え
て
い
る
。
対
策
の
考

え
は
。

町
長
防
災
行
政
無
線
で
の
呼
び
か

け
、
区
長
を
防
犯
指
導
員
と
し

て
委
嘱
し
資
料
配
布
や
掲
示
、
青
色
回
転

灯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
年
間
30
回
実
施
、
こ
ど

も
1
1
0
番
の
家
は
1
1
4
件
登
録
、

防
犯
カ
メ
ラ
は
町
設
置
9
台
、
地
区
助
成

35
台
、
公
共
施
設
は
16
カ
所
で
機
械
警
備

を
導
入
し
、
カ
メ
ラ
76
台
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
空
き
家
・
神
社
仏
閣
に
つ
い
て
は

所
有
者
な
ど
が
実
施
す
べ
き
も
の
で
す

が
、
警
察
・
各
地
区
と
連
携
し
地
域
全
体

へ
の
対
策
を
進
め
ま
す
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
の
進
捗

は
。

町
長
第
3
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
基
づ
き
調
査
研
究

を
進
行
中
で
す
。
受
託
事
業
者
や
サ
ポ
ー

ト
会
員
確
保
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
体
制
整

備
な
ど
課
題
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
見
守
り
IC
タ
グ
の
導
入
は
。

教
育
長
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●�

町
内
体
育
館
の
熱
中
症
対
策
は

●�

地
域
の
防
犯
対
策
、
呼
び
か
け
は

●�

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、
設
置
計
画
は

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
A
E
D
と

救
命
講
習

問
A
E
D
の
設
置
状
況
と
救
命
講
習

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
町
管
理
施
設
18
カ
所
に
22
台
を

設
置
し
、
不
測
の
事
態
に
備

え
て
い
ま
す
。
民
間
施
設
に
つ
い
て
は
正

確
な
情
報
は
な
く
、
全
国
A
E
D
マ
ッ

プ
の
情
報
精
度
に
つ
い
て
も
エ
ビ
デ
ン
ス

が
な
い
た
め
答
弁
は
控
え
ま
す
。
消
防
に

よ
る
普
通
救
命
講
習
は
3
年
間
で
12
回
、

2
0
8
人
が
受
講
し
、
防
災
訓
練
で
も

A
E
D
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
設
置
に
つ
い
て
町
中
心
部
以
外
は

空
白
が
目
立
つ
。
町
と
し
て
設
置

の
呼
び
か
け
は
出
来
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
設
置
に
は
、
当
然

費
用
も
か
か
る
こ

と
か
ら
、
町
か
ら
の
呼
び
か
け
に
関
し
ま

し
て
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

消防団ブースで放水訓練を体験する自衛隊員

所要時間 90
分

佐藤 利治 議員

避
難
時
の
地
区
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は

問道の駅経営状況等報告

道の駅の発展を目指し
策
定
し
、
避
難
所
に
常
設
し
て
い
ま
す

答
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を出資している法人は、地方自治法の規定により、議会へ経営
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　今年も、社長と取締役総務部長を招致し、詳細な経営・経理
の状況や、道の駅の現状とこれからについて伺いました。ここ
では、主な質疑を要約してお伝えします。

萩
原
宏
紀
議
員
　
地
元
農
産
物
の
出

品
が
減
少
し
て
い
る
。
市
場
か
ら
の

仕
入
れ
に
充
て
る
労
力
の
一
部
を
地

元
農
家
へ
の
出
品
調
整
・
新
規
開
拓

に
向
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

吉
河
社
長
　
出
品
者
・
商
品
数
の
確

保
に
向
け
、
新
規
事
業
者
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
役
場
と
連
携
し
広

く
参
加
者
を
呼
び
か
け
る
予
定
で

す
。 町

の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
に

行
橋
千
春
議
員
　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

料
理
の
提
供
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長

く
な
っ
た
と
の
声
も
あ
る
。
夏
休
み

な
ど
の
繁
忙
期
に
向
け
た
対
応
は
。

吉
河
社
長
　
厨
房
が
奥
ま
っ
た
場
所

に
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
6
月
末
を
め
ど
に
厨
房
を
手

前
に
移
設
す
る
改
修
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
待
ち
時
間
の
解
消
に

つ
な
げ
た
い
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
便

性
向
上
を

菅
澤
博
隆
議
員
　
出
品
者
協
議
会
と

の
意
見
交
換
や
意
思
疎
通
は
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
る
の
か
。

吉
河
社
長
　
出
品
者
協
議
会
の
部
会

長
と
定
期
的
に
会
議
を
開
催
し
、
売

り
上
げ
状
況
や
課
題
の
共
有
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
L
I
N
E
や

か
ぶ
た
こ
新
聞
に
よ
る
情
報
発
信
な

ど
、
出
品
者
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

出
品
者
と
の
協
力

関
係
は

髙
坂
恭
子
議
員
　
レ
ジ
配
置
は
以
前

か
ら
課
題
で
し
た
が
、
今
回
の
配
置

変
更
に
至
っ
た
経
緯
と
こ
れ
ま
で
見

直
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

吉
河
社
長
　
従
来
の
配
置
は
顧
客
動

線
に
問
題
が
あ
っ
た
も
の
の
、
見
直

し
の
必
要
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
運
営
体
制
の
下
、
関

係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
現
在
の
配

置
へ
変
更
し
ま
し
た
。

レ
ジ
の
配
置
問
題
は

佐
藤
利
治
議
員
　
商
品
の
共
同
開
発

や
催
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
参
画
な
ど
、

地
域
団
体
・
企
業
と
の
連
携
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

吉
河
社
長
　
観
光
拠
点
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
資
源
の
価
値
を
高
め
る
組

織
と
し
て
、
商
工
会
や
ま
ち
づ
く
り

機
構
、
地
域
団
体
と
連
携
し
、
地
域

の
強
み
や
資
源
を
活
用
し
た
事
業
展

開
を
図
り
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
は

そ
の
他
の
主
な
質
疑

●
輸
出
事
業
の
成
果
や
今
後
の
対
応

●
他
市
町
村
の
道
の
駅
と
の
連
携
は

●
空
港
に
関
す
る
取
り
組
み
は

●
値
引
き
販
売
の
方
針
は

●
退
職
金
の
支
払
い
は

●
さ
っ
ぱ
舟
の
周
知
は

●
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ド
の
管
理
は


